地域再生計画
１　地域再生計画の名称

環境世紀にふさわしい元気な山村づくり計画
２　地域再生計画の作成主体

高知県

高知県長岡郡大豊町

３　地域再生計画の区域

高知県長岡郡大豊町の全域

４　地域再生計画の目標

本町は、高知県東北端、四国山地の中央部に位置し、県庁所在地の高知市より約40㎞の距離にあって、東部、南部は香美市、西部は本山町、北部は愛媛県四国中央市及び徳島県三好市に接しており、一級河川吉野川が町のほぼ中央部を流れ、東西32㎞、南北28㎞の広がりを持ち、総面積は314.94K㎡を有している。また、石鎚・剣山両山系が交錯し、隆起した峻嶺に囲まれ、標高200ｍ～1,400ｍ、平均450ｍの急傾斜で複雑な山岳地帯であり、平坦地はほとんどなく、耕地は総面積の1.1％に過ぎず、棚田、傾斜畑で形成されている。
本町の産業は、林業を機軸とする農、畜、林の複合経営により支えられており、総面積の約90％を山林が占め、その内71％を占める人工林の活用と木材産業の振興が地域経済発展の鍵となっている。
林業は、外国産材の輸入による国産材価格の低迷及び林業所有者の高齢化や不在村化などによる境界の保全と施業管理の不能化、作業道などの生産基盤整備の遅れ、間伐の遅れによる木材資源の未成熟や劣化など難問が山積しており、森林が荒廃し保水力の低下や公益的機能の低下を招いている。これらの適切な対策と再生のため、林業事業体の生産性の向上などの抜本的な仕組みづくりに取り組むことが急務の課題となっている。
また、林業従事者の育成及び後継者の確保も課題となっている。
このため、本計画に掲げる道整備交付金事業及びその他関連事業を一体的、効率的に行うことにより、時間距離の短縮を目指した一体性、利便性の高い道路網整備を推進するとともに、計画的な除間伐等の森林施業及び効率的な木材搬出を行い、森林の持つ水源かん養等の公益的機能を高め、林業の振興を図る。
また、本町にとっては地域を再生するための基本となる地域の資源を活かした取り組みが必要であり、その資源として最大といっても過言ではない森林資源や田畑を中心に地域に受け継がれてきた農林業の営み、山村の環境と一体となった生活の営みなどについて、地域政策面から見たこれら資源の重要性、可能性を活かした取り組みを進める必要がある。最近では、集落における生産・生活活動などの山村の営み体験を通じた都市住民との交流など、地域間交流の活発化による集落の再生に向けた取り組みを進め、住民自らが力を合わせて取り組む拠点としての施設を整備し、「集落」、そして「山村の生活」を交流のフィールドとする町のセカンドハウス化を推進するなど、環境世紀にふさわしい「魅力ある元気な山村」を目指し取り組みを進める。

　【目標１】町道の整備による各種公共施設へのアクセス改善
　　　　　　・町道整備区間から町中心地（役場本庁及び健康づくり拠点施設）へのアクセス時間５分間短縮
　【目標２】町道と連携した林道網の整備及び間伐等による林業振興

　　　　　　・整備林道の利用区域内の間伐実施面積10％増加

　【目標３】地域資源を活かした交流人口の拡大
　　　　　　・観光入り込み客数の５％増加

５　目標を達成するために行う事業

５－１　全体の概要

　　　　　国道32号、439号が地域の基幹道路であり、それらに接続する町道、林道において一体性、利便性の高い道路網の整備により時間距離の短縮を図るため、新たな路線の開設、未舗装路線の舗装、狭小で危険な箇所の改良及び老朽化の進む橋梁の改修を行う。
　　　　　その他関連事業として、間伐補助事業等の導入による森林整備を推進するとともに、地域資源を有効活用した地域間交流人口の増加により地域の活性化を図る。
　　　　　以上により、地域再生計画の目標達成を目指す。

５－２　道整備交付金を活用する事業

　　　　　対象となる事業は、以下のとおり事業開始に係る手続き等を完了している。なお、整備箇所は別添の整備箇所を示す図面による。

　　　　・町道：道路法に規定する町道に認定済み。

　　　　・林道：森林法による嶺北仁淀地域森林計画（平成16年樹立）に路線を記載。
　　　　［施設の種類（事業区域）、事業主体］

　　　　　・町道（大豊町）大豊町

　　　　　・林道（大豊町）高知県

　　　　　・林道（大豊町）大豊町

　　　　［事業期間］

　　　　　・町道（平成21年度～平成24年度）

　　　　　・林道（平成21年度～平成25年度）

　　　　［整備量及び事業費］

　　　　　・町道5.0㎞　林道5.5㎞

　　　　　・総事業費　832,000千円（うち交付金416,000千円）

　　　　　　町道　　　148,000千円（うち交付金 74,000千円）

　　　　　　林道　　　682,475千円（うち交付金341,237千円）

５－３　その他の事業

　　地域再生法の特別の措置を活用するほか、環境世紀にふさわしい「魅力ある元気な山村」づくりを達成するために、以下の事業を総合的かつ一体的に行うものとする。
　・緊急間伐総合支援事業等により、除間伐等を実施し森林の持つ公益的機能の向上及び林業の振興を図る。

　・集落における生産・生活活動などの山村の営み体験を通じた都市住民との交流など、地域間交流の活発化による集落の再生に向けた取り組みを進め、住民自らが力を合わせて取り組む拠点としての施設を整備し、「集落」、そして「山村の生活」を交流のフィールドとする町のセカンドハウス化を推進し、地域間交流人口の増加により地域の活性化を図る。
６　計画期間

平成21年度～平成25年度

７　目標の達成状況に係る評価に関する事項

４に示す地域再生計画の目標については、計画終了後に必要な調査を行い状況を把握・公表するとともに、達成状況の評価、改善すべき事項の検討を行う。
８　地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項
該当なし

地域再生計画添付資料一覧

１　地域再生計画区域図（資料１）

２　地域再生計画工程表（資料２）

３　地域再生計画工程表の内容説明（資料３）

４　道整備交付金による整備箇所（資料４）

５　地域再生計画イメージ図（資料５）

資料１

地域再生計画区域図
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資料２
地域再生計画工程表
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資料３
地域再生計画工程表の内容説明
【支援措置】

　　高齢化率が50％を超える本町にとって、交通網の整備は経済・社会活動の基盤であり、早急な整備が求められており、地域を再生するための基本となる地域資源を活かした取り組みを進め、環境世紀にふさわしい「魅力ある元気な山村づくり」には必要不可欠なものとなっている。
このため、下記のとおり町道、林道の整備を行い、各種公共機関、地域資源へのアクセス条件の改善や林業の振興を図る。
　①町道の整備
　　・「穴内秋森線」は穴内地区の上下集落を連結する最短ルートの路線であるが、急勾配、急カーブが多く、未舗装路箇所が多くあるため、改良舗装を行うことにより交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成21年度)
　　・「東庵谷上倉線」、「東庵谷影藪線」は、集落と幹線林道とを結ぶ重要な路線であるとともに、県立自然公園梶ヶ森へのアクセス道路としても利用されている。しかし、急勾配、急カーブが多く路面が十分に整備されていないため、改良舗装を行うことにより交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成21年度)
　　・「杉中ゾ線」は、一級河川吉野川第一次支流である穴内川を渡る歩道橋であり、国道32号と対岸にある中学校、病院とのアクセス路として重要な路線であるが、老朽化が著しく危険な状況となっている。また、平成21年度から町内の中学校が統合され、町内唯一の中学校となる地域でもあり、生徒や病院へ通院する高齢者が多く利用する路線であるため、早急に改修を行うことにより長寿命化を図り、諸者の通行の安全と利便性を確保する。(計画期間：平成21年度)

　　・「筏木三谷線」は、集落と国道32号を結ぶ最短ルートの路線であり、沿線には霧石渓谷や美桜の里があり多くの方々が訪れている。また、近年は渓流を利用したキャニオニングやシャワークライミングを楽しむ都会の若者も多く訪れている。しかし、当路線は幅員が狭小な上に急勾配、急カーブが多くあるため、改良舗装を行うことにより交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成24年度)
　　・「岩原蔭線」は岩原地区を縦断する重要な路線であるが、急勾配、急カーブが多く、急峻な地形のため度重なる落石の危険にさらされるなど地域住民の生活に支障を来している。このため、曲線部分の拡幅及び落石防止対策を実施することにより交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成24年度)
　　・「岩原駅前線」は国道32号、ＪＲ土佐岩原駅から岩原地区の中心部に通じる重要な路線であるが、狭小区間が連続しており、過去には踏切において列車との接触事故が発生するなど、諸車の通行に支障を来している。このため、待避所を設置することにより交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成24年度)
　②林道の整備
　　・「奥大田三谷線」は、利用区域面積3,408ha(うち国有林285ha)を有する幹線林道であり、当路線を開設することにより木材の搬出及び森林施業の効率化を図るとともに、交通の安全と利便性を確保し、アクセス条件の改善を図る。(計画期間：平成21年度～平成25年度)
　　・「下名大田口線」は、集落上部の森林地帯を横断し、徳島県三好市につながる幹線林道であり、林道として最も重要な路線の一つであるが、急勾配区間が多く、未舗装路箇所においては降雨時や積雪時の木材の搬出に支障を来している。このため、改良舗装を行うことにより交通の安全と利便性を確保し、林業の振興を図る。(計画期間：平成21年度)
　　・「八川赤根線」は、八川地区と西峰三谷地区とを結ぶ森林資源の豊富な路線であるが、急勾配の上に未舗装路箇所が多く、木材の搬出に支障を来している。このため、未舗装路箇所の整備をすることにより交通の安全と利便性を確保し、林業の振興を図る。(計画期間：平成22年度～平成23年度)
【関連事業】
　　上記の道整備交付金による町道、林道の整備と併せて緊急間伐総合支援事業等により計画的な除間伐等を実施し、森林の持つ公益的機能の向上及び林業の振興を図る。（計画期間：平成21年度～平成25年度）
　　また、集落における生産・生活活動などの山村の営み体験、自然を活かしたアウトドアスポーツ（ラフティング、キャニオニングなど）の体験など、地域資源を活かした都市住民との交流を活発化し、山村の営みや自然を交流のフィールドとする町のセカンドハウス化を推進することによって、地域間交流人口の増加により地域の活性化を図る。（計画期間：平成21年度～平成25年度）
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資料５
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地域再生計画区域（大豊町全域）





○町道と林道の一体的整備


　町道：一体性・利便性の高い道路網の整備により時間距離の短縮を図るため、町道「穴内秋森線」「東庵谷上倉線」「東庵谷影藪線」「杉中ゾ線」「筏木三谷線」「岩原駅前線」「岩原蔭線」を整備。


　林道：林業振興のため、林道「奥大田三谷線」「下名大田口線」「八川赤根線」を整備。


　事業計画期間　平成21年度～平成25年度





環境世紀にふさわしい元気な山村づくり





○関連事業


　地域資源活用による地域間交流人口の増加及び地域の活性化


　事業計画期間　平成21年度～平成25年度





○関連事業


　緊急間伐総合支援事業等による森林整備


　事業計画期間　平成21年度～平成25年度
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